
)

1,3 主要寸法および数値

1.3.1 機械本体

(1) 最大加工容積

長サX中 ×高サ

(2) 運動範囲

テーブル左右方向 (X軸 )

ラ ム 前後方向 (Y軸 )

と ― 上下方向 (Z軸 )

主軸中心からコラム前面まで

主軸端からテーブル上面まで

(3) テーブル

テーブルの大きさ (長サ×巾)

T溝の中×数

T濤の間隔

テーブル上許容荷重

(4)主  軸

『主軸頭編』を参照して ください。

(5) 送り速度

最小設定送り量

切削送り速度

手動送り速度

早送り速度  :

710× 400× 860■lm

710重m

4004m

3 6 0mm

80～ 480租

7 0へ′5 3 0 mll

1050× 4001m

14H8mm× 5本

601配a

5 0 0kg

0.0 0 1■れ

0.1～ 2 4 0 0mm/min

l″W2 0 0 0mm// min

ム (Y軸)  6 0 0 0mmノ/min

3 0 0 0mm// min

テーブル (X軸),ラ

ニ ー  (Z軸 )
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(6) 機械原点

グリット検出方式

原点位置  X軸

Y車由

Z車由

(7) 切削給油装置

ノ ズ
｀
ル数

ポンプ吐出量

タンク総容量

実効油量

(8) 機械本体重量

1。 3.2 電動機および電源

(1)電 動機

主軸駆動用

送り軸駆動用

切削油ポンプ用

潤滑油ポンプ用

(2)電  源

テーブル (十 )エ ンド

ラ  ム (十 )エ ンド

ニ  ー (十 )エ ンド

1本

2芝 /ノ

/min

45芝

15之

3 2 0 0kg

『主軸頭編』を参照して ください。

DCl,lX脚 ×2

DC2.8X‖× 1

AC100W

△G  3W

AC200/220V上 10%

50//60Hz

3相

1 5 kVA

f

d
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1 概  要

主軸頭には、主軸 。主軸上下送り装置が組み込まれ、ラム端面に取り付けられY軸方

向に移動 します。

主軸駆動は、ACモータ (1.5X押・4P)をベル ト駆動により75～ 4000r.p.m,

12段変速が可能です。

1.1 主要部分の名称

ドローインボル ト

●

― 止h

主軸速度高低速

切換 レバー

誓ヽ
,守

■
主軸起動・

停止 レバー

主軸上下送り
ハンドル車

ヽ
″

ニ

0
●

図 1.1 主要部分の名称
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1.2 仕  様

主軸端形式

主軸速度

主軸速度変換数

主軸上下動き

クイアレ径

ドローインボル ト径

主軸頭旋回角度

主軸駆動電動機

iチ Is No.40

260

1750

500

4 0 0 0 rop・ m
75

600

115

770

175

1160

400

2650

12段

1001rれ

φ 1 0 5m猟

5/8 "-1lUNC(M16-2)

左右 45°

1.5К‖ 4P

●|

e
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1.4  外形寸法

NCフ ラ イ ス 盤

形式 ASNC-74

170 J 170710

)

|

≡
WIIN170

◆

|

|

|

芋

い
』
出

ら

√

|

¬

い
Φ
∞
出

〇
ド

図1.3
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1.5  配置図

工
■
７

触 制鶴 冦

またはNEDAC― M
FANUC SYSTEM 6

「 卜
，

堆

(ォ_ミ トラ味ψレ B

ASN 268o 320

AHN 2630 320

AGN 霊 :

９

４ とと(:B!)
AN-3H狂 2705 345
AN-3G 2765 405

AVN 2770 410

注 ( )寸 法はインダクトシンスヶ_ル付属機

図 1.4
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